
中部教育局社会教育担当だより令和３年８月２日発行

８月 ３日（火）第46回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会（米子コンベンションセンター→書面開催）
８月 ５日（木）第46回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会（ハワイアロハホール→書面開催）
８月 ６日（金）第46回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会（とりぎん文化会館→書面開催）
８月１６日（月）社会教育関係者のためのICT活用研修会（オンライン開催）
８月２４日（火）県・市町村社会教育主事及び社会教育担当者研修会①（オンライン開催）
８月３１日（火）鳥取県人権教育アドバイザー及び市町村人権教育担当者等研修会→延期

第１回が、６月３０日(水）に西部会場と東部会場に分かれて行われました。この講座は、県内におい

て学校と地域との連携・協働を促進するとともに、地域づくりを進めるためのコーディネートを行うこと

のできる人材を育成するため、社会教育及び地域学校協働活動に関する基礎的知識やコーディネート

に必要な知識・技能を習得します。更に全日程を受講された方を「鳥取県地域コーディネーター」に認定

します。

前半は、社会教育主事講習でも有名な馬場祐次朗氏より「これからの社会教育のかたち」と題して社

会教育について講義してくださいました。後半は、文部科学省総合教育政策局宮﨑係長による「これか

らの学校と地域の連携・協働の在り方について」と題した講義でした。特に学校運営協議会の「承認」や

学校評価アンケートの視点、そして「CSや地域学校協働活動はあくまで『仕組み』であり、大事なのはそ

の仕組みを活用して『どんな学校を、どんな地域を創っていきたいか』をみんなで考えること。」と言わ

れた内容が、非常に印象的でした。

第２回も、７月９日（金）に東部会場と西部会場に分かれて行いました。特に、熊谷教授（岡山大学）の講

義は、社会教育や地域学校協働活動について非常にわかりやすく、有意義な内容でした。社会教育は例

えるなら「めだかの学校」。誰が先生か生徒か、わからないような学びあいの場であり、一方学校教育は

「すずめの学校」。教える・教えられる関係がある。現代社会は、大人と子どもの相互育ちが成立しにくく、

子どもにとってナナメの関係である地域の方々との関係が重要。また、地域学校協働活動は、「漢方薬」

のようなもので、効果が出るのに時間がかかるなど、興味深い話がたくさんありました。これからの「地

域とともにある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」につながるものでした。
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～今年の夏休み～

【あとがき】

ようやく暑い高校野球が返ってきました。野球つながりでとても

縁を感じたことがありました。数年前、長男が県外の高校に野球留

学していた際、その時の部長が、私が大学時代ライバル校として

戦っていた選手でした。私は全く気づきませんでしたが、部長の方

が覚えており、息子に私たちが大学時代の全国選抜チームに選ばれ

た時の名簿を見せながら、当時を語ってくれたそうです。何十年前

に切磋琢磨しあった友が、県外で息子とつながるなんて本当に信じ

られませんでした。息子にとっても、思い出深く頼りになる担任

だったそうです。

今回、県PTA協議会が開催した「PTA広報紙の作り

方研修会」の様子をYouTubeチャンネルに公開しまし

た。とても参考になる動画となっています。

内容：約６０分

実践発表校：桜ヶ丘中学校、三朝中学校、若葉台小学校

名和小学校

講評：新日本海新聞社 田中仁成 氏

平井知事のコメントもあります！

ぜひご覧ください。

７月２日(金）、第1回の講座が西部会場と東部会場に分散し
て行われました。前半は県の取組についての説明が行われ、後
半は文部科学省総合教育政策局家庭教育支援室より、家庭環境
を取り巻く現状とそれに伴う調査結果についての講義と家庭教
育支援事業の計画と実践方法を考える演習がありました。
特に演習では、グループで各市町村がそれぞれ抱える課題を

出し合い、その中で課題を1つに絞って具体的な方策について考
えました。「孤立している家庭にいかに手を差し伸べるのか」
「困っていることに気づきにくい家庭の支援」など、それぞれ
の実情を踏まえた意見が出ていました。第２回は９月１日の予
定です。

子育て・家庭教育支援員等フォローアップ研修会①


